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市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
環

境
負
荷
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
実
施
範
囲
は
、
本

庁
舎
、
別
館
、
消
防
署
、
保
育
所

な
ど
す
べ
て
の
施
設
に
お
け
る
市

の
施
策
や
事
業
で
す
。
ま
た
、
取

組
状
況
に
つ
い
て
毎
年
内
部
環
境

監
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
は
、
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、

電
気
、
水
使
用
量
や
ご
み
排
出
量

な
ど
の
具
体
的
な
目
標
値
を
設
定

し
て
削
減
に
取
り
組
む
も
の
で
、

継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
ご
み
の
再
資
源
化
を

図
る
た
め
、
職
員
が
回
収
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

の
取
り
組
み
に
よ
る
目
標
値
に
つ

い
て
、
電
気
は
平
成
13
、
14
、
15

年
度
の
使
用
量
の
平
均
値
と
比
較

し
て
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
、
水

は
平
成
15
年
度
の
使
用
量
と
比
較

し
て
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
、
ご

み
排
出
量
は
平
成
15
年
度
と
比
較

し
て
20
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
と
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
電
気
使
用
量
、
水

使
用
量
、
ご
み
排
出
量
は
目
標
を

達
成
し
ま
し
た
（
表
１
）
。

　

な
お
、
紙
使
用
量
に
つ
い
て
も

目
標
値
を
設
定
し
、
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年

度
は
、
本
庁
舎
な
ど
に
お
け
る
複

合
機
の
導
入
に
よ
り
、
使
用
量
の

算
出
方
法
が
変
更
と
な
り
、
比
較

が
で
き
な
い
た
め
、
掲
載
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
（
単
位
は
㎏
│
CO2
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

な
ど
に
排
出
係
数
を
乗
じ
て
計
算

し
ま
す
。

　

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
平
成
15
年
度
と
比
較
し
て
、

二
酸
化
炭
素
換
算
で
、
32
万
９
３

０
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
削
減
で
き
ま
し

た
（
表
２
）
。

　

そ
の
他
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
と
し
て
、

各
部
署
で
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な

い
製
品
の
調
達
、
公
共
工
事
に
お

け
る
環
境
配
慮
、
水
道
部
や
保
育

所
な
ど
で
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
栽
培
に

よ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
、
保
育
所
な

ど
で
児
童
に
ご
み
の
分
別
の
啓
発
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
マ
イ
箸
の
持
参
、

メ
モ
用
紙
の
再
資
源
化
な
ど
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
夏

も
軽
装
に
よ
る
節
電
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
毎
日
生
活
す
る
う

え
で
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
資
源
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
を
は

じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
排

出
さ
れ
、
異
常
気
象
や
地
球
温
暖

化
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

節
電
・
節
水
や
物
資
の
再
利
用

な
ど
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

資
源
は
、
温
暖
化
防
止
だ
け
で
は

な
く
経
費
の
削
減
に
も
通
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・ISO14001
　ISO（国際標準化機構）が発行する国際標
準規格の一つで、「14001」は規格の番号を表
しています。
　この規格は、環境法令の遵守や環境活動（環
境負荷の低減、有益性の向上）への自主的な
取り組みが着実に行われるよう管理する仕組み
（環境マネジメントシステム）を定めたものです。

・環境マネジメントシステム
　市が実施する事務事業で、紙やごみなどの排
出物を減らすことや、電気などのエネルギー消
費量を減らすことなどによって、環境への負荷
をできる限り少なくし、環境に配慮した事業活
動を行うことを目指すための仕組みです。

用 語 解 説

※紙使用から発生する二酸化炭素は、製紙会社の製造工程で算定されているため、市のマネジメントシステムの中には含まれて
いません。
※電気の排出係数は、東京電力㈱の排出係数です。
※二酸化炭素削減量の約329トンは、ぶな林57ヘクタール（八潮中央公園約50個分）が1年間に吸収する二酸化炭素量に相
当します。

※1 目標の基準となる使用（排出）量について、電気使用量は平成13、14、15年度
の平均値とし、そのうち消防署の数値は新設された消防庁舎の平成22年度分を使
用しています。
※2 単価は、平成16年度取り組み結果で使用した単価

表２　二酸化炭素排出削減量

表１　削減取り組み結果と削減額

項　目

項　目

電　気

水

ご　み

合　計

排出係数

0.395

0.36

2.69

－

平成24年度
排出量（kg－CO2）

1,080,592

11,748

124,227

1,216,567

目標の基準となる
排出量（kg－CO2）

1,342,141

12,522

191,205

1,545,868

削減量（kg－CO2）

261,549

774

66,978

329,301

平成24年度

目　標 使用（排出）量

2,735,677

32,633

46,181

3,397,826

34,783

71,080

電気
使用量
（ｋｗｈ）

水
使用量
（㎥）

ごみ
排出量
（ｋｇ）

目標の基準
となる使用
（排出）量※１

662,149

2,150

24,899

削減量

19.5

6.2

35.0

削減率
（％）

16,553,725

580,500

796,768

17,930,993

削減額
（円）

25

270

32

単価※2
（円）

合計削減額（円）

平成13､14､15
年度の

平均値と比較
して3％削減

平成15年度と
比較して
5％削減

平成15年度と
比較して
20％削減

紙ごみを分別し再資源化

テレビの使用を控えた節電対策

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

使
用
量
、削
減
結
果

創
意
工
夫
の
取
り
組
み

二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
へ
の
取
り
組
み

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
取
り
組
み
で

　

１
７
９
3
万
円
削
減
し
ま
し
た

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
取
り
組
み
で

　

１
７
９
3
万
円
削
減
し
ま
し
た

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
取
り
組
み
で

　

１
７
９
3
万
円
削
減
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
の
市
役
所
の
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
取
組
状
況
を
報
告
し
ま
す
。
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普
段
の
生
活
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か


